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私たちの教会の何が間違っているのでしょうか？今日、私たちの世界に永続的な影響と支配をもたらすために何ができるでしょうか?
- 
ニコラス・ダンカン・ウィリアムズ大司教
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意見の免責事項
:



 






  

    

      

この出版物で表明されている見解や意見はストーリーテラーの見解や意見であり、必ずしも出版社である

    
  
  

    

      
Midas
Touch GEMS

    
  
  

    

      

の公式方針や立場を反映しているわけではありません。当社のストーリーテラーや著者が提供するコンテンツは、彼らの意見であり、宗教、民族グループ、クラブ、組織、会社、個人、誰か、または何かを中傷することを目的としたものではありません。
    
  



 






                    
                    
                

                
            

            
        

    
        
            
                
                
                    
                    
                        なぜストーリーが重要なのか
                    

                    
                    
                

                
                
                    
                    
                    

 






  

    

      

物語は力強いものであり、本質的に人間的なものです。それらは私たちがお互いを理解し、異なる文化や時代への窓を提供し、共感能力を高めるのに役立ちます。物語には大きな力があるため、
    
    

      
私たちが読んだり、
    
    

      
聞いたり
    
    

      
、経験したり、見たりする
    
    

      
物語は、
    
    

      
私たちが
    
    

      

世界をどのように認識するかに影響を与えます。本、ポッドキャスト、さらには私たち自身の歴史に至るまで、ストーリーを共有することは、文化や性別役割に影響を与え、新しい視点を教え、洞察を与え、自分自身や他者をより深く理解することを
    
    

      
可能にします
    
    

      
。素晴らしい人々
    
    

      
からのストーリーは、
    
    

      

私たち全員がより良い生活を送るようインスピレーションを与えるものです。本当に大切なことに集中する人生
    
  



 






 






                    
                    
                

                
            

            
        

    
        
            
                
                
                    
                    
                        世界中の教会に対する強い叱責について
                    

                    
                    
                

                
                
                    
                    
                    

 






 






  

    

      
パトモス島の使徒ヨハネの黙示録の中で、イエスは小アジア、つまり黙示録

    
  
  

    

      
2

    
  
  

    

      
章と

    
  
  

    

      
3

    
  
  

    

      

章に書かれているように現代のトルコの教会に強い叱責の手紙を送り、残されたものを強めるよう警告しました。すぐに来て、彼らの中から彼らの燭台を取り除きます。
    
  



  

    

      
これはイエスが当時小アジアにあった
    
  
  

    

      
7
    
  
  

    

      
つの教会のうちの
    
  
  

    

      
1
    
  
  

    

      
つに対して語った言葉であり、以下に引用します。
    
  



 






  

    

      

        
「
      
    
    

      
黙示録

    
  
  

    
2:4-5
  
  

    

      
」
    
  



  

    

      

        
増補聖書、クラシック版
      
    
  



  

    

      

        
4
      
    
  
  

    

      

        
しかし、私はあなたに対してこれを
      
    
  
  

    

      
[
    
  
  

    

      

        
告発することが
      
    
  
  

    

      
1
    
  
  

    

      

        
つ
      
    
  
  

    

      
]
    
  
  

    

      

        
あります。それは、あなたが最初に抱いていた愛を捨てたということです
      
    
  
  

    

      
[
    
  
  

    

      

        
あなたの最初の愛である私を見捨てた
      
    
  
  

    

      
]
    
  
  

    

      

        
。
      
    
  



  

    

      

        
5
      
    
  
  

    

      

        

それで、自分がどのような高さから落ちたかを思い出してください。悔い改めて（神の御心に合うように内なる人を変えて）、以前（初めて主を知ったときに）行った行いをしなさい。そうでなければ、あなたが考えを変えて悔い改めない限り、私はあなたを訪ねてあなたの燭台をその場所から取り除きます。

      
    
    

      

        
」
      
    
  



 






  

    

      

今日、現代のトルコは大部分がイスラム教徒の国です。これはキリスト教遺産で知られる国です。彼らが妥協したために、彼らの燭台は彼らの中から奪われました。
    
  



 






 






  

    

      

、キリスト教の伝統で知られる現代の英国に早送りすることで、今日も繰り返されています。英国の教会は、
    
  
  

    

      
50
    
  
  

    

      
年も経たないうちに
    
  
  

    

      
1000
    
  
  

    

      

以上の教会をナイトクラブやイスラム教に奪われ、イスラム教のモスクなどに改築された。英国の教会は一世代も経たないうちにあっという間に空になってしまいました。何が悪かったのか？おそらく信仰に妥協する可能性があります。他にも理由があるかもしれませんが、今日私たちが目にする成果は、英国とヨーロッパの多くの地域のキリスト教会にとって憂鬱と破滅の前兆です。
    
  



  

    

      
ガーナのアクラで開催されたインパクト
    
  
  

    

      
2023
    
  
  

    

      

の閉幕イベントで、以下に概説するストーリーの中で、ニコラス・ダンカン・ウィリアムズ大司教は世界中の教会に非常に強い叱責を発しています。「私たちの教会の何が間違っているのでしょうか？」今日、私たちの世界に永続的な影響と支配をもたらすために何ができるでしょうか
    
  
  

    

      
?
    
  



 






  

    

      

私たちが自らを正さなければ、トルコやイギリスを訪れた同じ信仰がアメリカ、アフリカ、そして世界の他の地域の教会を訪れることになるでしょう。
    
  



 






  

    

      

大司教は教会と個人のためのとりなしの祈りと霊的戦いで総括した。しかし、もっと重要なことは、彼が必要なことを概説し、それを私たちのクリスチャンの働きと主とともに歩む上で主要なこととすることです。ですから、シートベルトを締め、注意を払い、回復のために手遅れになる前に、今日是正措置を講じてください、イエスの力強い御名において、アーメン
    
  



 






  

    

      

今日、私たちの教会では悔い改めとリバイバルを求める声が大きく上がっています。そう疑問に思ったら、この本を読んでください。
    
  



 









  

    
ニコラス・ダンカン＝ウィリアムズ大司教の伝記
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1957
  
  

    

      
年
    
  
  

    
5
  
  

    

      
月
    
  
  

    
12
  
  

    

      

日にガーナで生まれたニコラス・クワメ・ダンカン＝ウィリアムズ大司教は、ガーナのカリスマ先駆者であり、主任大司教であり、ガーナのアクラに本部を置くアクション・チャペル・インターナショナル（
    
  
  

    
ACI
  
  

    

      
）省の総監督でもある。彼は、ガーナや西アフリカの他の地域で

    
  
  

    
40

  
  

    

      
年前に始まったカリスマ運動の創始者です。

    
  
  

    
CAFM

  
  

    

      
はさまざまな場所にある

    
  
  

    
1

  
  

    

      
つの教会であり、北米、ヨーロッパ、アフリカに

    
  
  

    
2,000

  
  

    

      
を超える提携教会と

    
  
  

    
250

  
  

    

      
の支部教会があります。
    
  
  

    






  
  

    

      
ダンカン＝ウィリアムズ大司教は、国際祈りサミット（
    
  
  

    
PSI
  
  

    

      
）の創設者兼会長でもあります。

    
  
  

    
2017
  
  

    

      

年、大司教はニュー・アフリカン・マガジンによって「最も影響力のあるアフリカ人
    
  
  

    
100
  
  

    

      
人」の
    
  
  

    
1
  
  

    

      
人に選ばれた。
    
  
  

    






  
  

    

      

ニコラス・ダンカン＝ウィリアムズ大司教は、アメリカ人以外では初めて、アメリカ合衆国次期大統領と副大統領の祈りを主導した。大司教とその夫人、ウィテカー・グループのローザ・ウィテカー夫人は、アフリカのパワーカップルの一人に挙げられているが、

    
  
  

    





1957
  
  

    

      

年にフローレンス・ブルースとの間に妊娠が健康を脅かす危険性があると医師から告げられていたにも関わらず、大司教は誕生した。そのため、妊娠を中絶するための医療処置を実施しました。数か月後、母親のフローレンスさんは、赤ん坊のニコラスが医療処置を乗り越えて生き残ったことを発見しました。その後、彼女が実際に双子を身ごもっていたことが判明しました。赤ん坊のニコラスだけが生き残ったのです。彼の父親の
    
  
  

    
EK
  
  

    

      

ダンカンさんは、大使であり、政治家であり、首長でもあったウィリアムズは、
    
  
  

    
16

  
  

    

      
歳のときからニコラスの人生に積極的に関わる
    
  
  

    






  
  

    

      
ようになりました。
    
  
  

    
43

  
  

    

      

人の姉妹と兄弟がいたニコラスは、幼い頃から困難な状況を乗り越えて生き残る術を学ぶことを第一に考えて育ちました。成長する過程で、彼は何度も命を落としそうになりました。

    
  
  

    





1976
  
  

    

      
年、悲劇的に指
    
  
  

    
3
  
  

    

      

本を失ったニコラス・ダンカン＝ウィリアムズさんは、苦悩の床の上で、看護師養成大学のラージ夫人（ヘマラサ・ジョン・ラジャラトナム）と、彼に福音を宣べ伝えたアクア姉妹らによって改心させられた。彼の病床は現在アクラのコレブ教育病院にある。その瞬間から彼はキリストに自分の命を捧げ、国々に福音を広め、残りの人生を通して神に仕えると誓いました。
    
  
  

    






  
  

    

      

ペンテコステ教会で聖霊のバプテスマを受けた後、ナイジェリアにある故ベンソン・アンドリュー・アイダホサ大司教のチャーチ・オブ・ゴッド・ミッション国際聖書大学に通い、牧師としての訓練を受けた。帰国後すぐに、彼はクリスチャン・アクション・フェイス・ミニストリーズ（
    
  
  

    
CAFM
  
  

    

      
）とアクション・チャペル・インターナショナル（
    
  
  

    
ACI
  
  

    

      
）を設立しました。

    
  
  

    
CAFM

  
  

    

      
はガーナ初のカリスマ教会です。
    
  
  

    






  
  

    

      

クリスチャン・アクション・フェイス・ミニストリーズは、アクラ最大の巨大教会の一つであるアクション・チャペル・インターナショナルに本部を置いています。父親の家で祈祷会として始まった
    
  
  

    
CAFM
  
  

    

      

は、成長するにつれていくつかの場所（ファダマ、見本市、留学生会館、外交売店）を移動し、最終的には祈祷大聖堂のあるスピンテックス・ロードに本部を置くようになりました。それ以来
    
  
  

    






  
  

    

      
、
    
  
  

    
CAFM

  
  

    

      

はガーナ、アフリカ、そして世界中に成長し、ヨーロッパと北米に支店を構えました。
    
  
  

    






  
  

    

      
彼は、木の下にある学校を

    
  
  

    
21

  
  

    

      

世紀の初等教育施設に変えると同時に、きれいな水やその他の形態の支援も提供している

    
  
  

    
NGO
  
  

    

      
「
    
  
  

    
Compassion
in Action Africa
  
  

    

      
」の創設者でもあります。

    
  
  

    
Compassion
in Action 
  
  

    

      
は、
    
  
  

    
150

  
  

    

      
人の子供がいる孤児院と、薬物中毒から回復中の

    
  
  

    
120

  
  

    

      
人がいる薬物リハビリ施設も支援しています。
    
  
  

    






  
  

    

      

ダンカン＝ウィリアムズ大司教は、ガーナに本拠を置くドミニオン大学の創設者であり、省、政府、ビジネスにおける卓越性と倫理的リーダーシップを備えた新世代を育成することを目的としています。彼は、アフリカの

    
  
  

    
16

  
  

    

      
か国で放送されているキリスト教のライフスタイル
チャンネルであるドミニオン テレビの創設者であり、先見の明のある人物でもあります。
    
  



  

    

      

ダンカン＝ウィリアムズ大司教は、ダンカン王朝の女家長、ママ・フランシスカ・ダンカン・ウィリアムズと心躍る結婚生活を送っています。
    
  



  

    

      

        
ニコラス・ダンカン＝ウィリアムズ大司教の書籍
      
    
  



  

    

      

ダンカン＝ウィリアムズ大司教の書籍と出版物には次のものが含まれます。
    
  



  
	

        

  

    
神聖なタイミング。祈りサミット出版。
  


        

  
	

        

  

    
痛みを力に変える
            
  


  
(Prayer
          Summit Publishing


  

    
、
  


  
2012)


        

  
	

        

  

    
影響を与える運命
            
  


  
(Xulon
          Press


  

    
、
  


  
Incorporated


  

    
、
  


  
2012)


        

  
	

        

  
Binding
          the Strong Man (Xulon Press


  

    
、
  


  
Incorporated


  

    
、
  


  
2012)


        

  
	

        

  

    
記念碑の建設
            
  


  
(


  

    
ビショップハウス、
  


  
2012)


        

  
	

        

  

    
秘密兵器を崇拝します。祈りサミット出版。
  


        

  
	

        

  

    
神の約束を通して祈る
            
  


  
(Xulon
          Press


  

    
、
  


  
Incorporated


  

    
、
  


  
2013)


        

  
	

        

  

    
運命とともに生まれて
            
  


  
(


  

    
ビショップ・ハウス、
  


  
1999)


        

  
	

        

  

    
苦しみの中で神の約束を生み出す（ビショップハウス、
  


  
1999


  

    
年）
  


        

  
	

        

  
Divine
          Timing (Xulon Press


  

    
、
  


  
Incorporated


  

    
、
  


  
2012)


        

  
	

        

  

    
父親の要素を理解する
            
  


  
(Prayer
          Summit Publishing


  

    
、
  


  
2015)


        

  
	

        

  

    
祈る人の超自然的な力。セーラム
            パブリッシング ソリューションズ社 
  


  
(2012)


  

    
。
  


        

  
	

        

  

    
偉大さの代償。セーラム
            パブリッシング ソリューションズ社 
  


  
(2012)


  

    
。
  


        

  
	

        

  

    
預言的布告の執行
            
  


  
Vol.
          1. 


  

    
祈りサミット出版。
  


  
(2015)


  

    
。
  


        

  
	

        

  

    
預言的布告の執行
            
  


  
Vol.
          2: 


  

    

    コミュニティ変革のための祈りの見守り。祈りサミット出版（
  


  
2016


  

    
）。
  


        

  
	

        

  

    
（
  


  
2014


  

    
年）。舞台裏の力。祈りサミット出版。
  


        

  
	

        

  

    
（
  


  
2012


  

    
年）。母親が祈るとき。祈りサミット出版。
  







  

    

      
ダンカン＝ウィリアムズ大司教はソーシャルメディアで積極的に活動している。

    
  
  

    
Facebook
  
  

    

      
、
    
  
  

    
Instagram
  
  

    

      
、
    
  
  

    
Telegram
  
  

    

      
、
    
  
  

    
X

  
  

    

      
の公式ハンドルを通じて彼とつながることができます。
    
  



 






 






 






  

    

      
世界中の教会への強い叱責
    
  
  

    

      
:

    
  
  

    

      
私たちの教会の何が間違っているのでしょうか
    
  
  

    

      
?
    
  
  

    

      
今日、私たちの世界に永続的な影響と支配をもたらすために何ができるでしょうか
    
  
  

    

      
?
    
  



 






  

    

      

国を超えて、国を超えて、私たちは今夜ここに立って、神が私たちをここまで遠くまで導いてくださった、愛ある親切と優しい憐れみに対して賛美と感謝を捧げます。先日、私は誰かに、「谷を通らずに山に登ることは決してできない」と言いました。そして、谷で誰かを見かけたら、その人を批判しないでください。谷がなければ山に行くことはできないからです。
    
  



 






  

    

      

ですから、谷で私を見かけても、それは私が山へ向かっているだけなのです。誰か来てください。ハレルヤ。
    
  



 






  

    

      

今夜、本題に入る前に課題があります。油注ぎの油を持っている人は何人いますか？塗り油を全身に塗っていますね。私たちは手、足、頭に油を塗ることになるので、全員が油を持っていることを確認することが重要です。しかしその前に、神の言葉からいくつかの指示を与えたいと思います。
    
  



 






  

    

      
第二コリント

    
  
  

    
10

  
  

    

      
章と

    
  
  

    
5

  
  

    

      

章を教えてください。砦があり、打ち破らなければならない想像力もあります。誰かが言う、想像力を捨てなさい。今夜、オンラインでもここでも、あるいはあなたがどこから来たかを問わず、あなたの人生に対する神の計画に抵抗しているあらゆる想像力を捨て去ってください。
    
  



 






  

    

      

そして、神の知識に反して高尚なものがあれば、それを降ろしてください。今夜はあらゆる高尚な出来事が起こる。今夜、既知、未知を問わず、敵に対するあらゆる想像力と思考が降り注ぎます。
    
  



 






  

    

      

それを信じるなら、手を合わせてすべての要塞を崩壊するよう命令してください。そして、どんな想像も捨ててください。手を合わせて、口を開けてください。
    
  



 






  

    

      

誰か、「私が要塞を指揮する、降りて来い」と言う。想像力よ、降りてこい。私たちは敵の矢と火の矢を迎撃します。
    
  



 






  

    

      

内側でも外側でも、私たちはそれを投げ捨てます。さあ、誰か。手を合わせてください。
    
  



 






  

    

      

優しくするのはやめてください。あなたの敵である悪魔は、貪り食う相手を求めて転がるライオンのようなものであるため、好戦的で攻撃的になりなさい。だから今夜、手を合わせて叫んでください、誰か。
    
  



 






  

    

      

イエスの御名において、押して、押して、押してください。私たちは、すべての魂と、私の声の音を聞くすべての人に、神聖な興奮と生気を与えるよう命じます。あなたが誰であろうと、どこにいても、あなたの人生に神の声を響かせてください。
    
  



 






  

    

      

主の声がレバノンの都市を作るからです。主の声が水の上に響きます。主の声が他のすべての声を沈黙させましょう。
    
  



 






  

    

      

告発者、囁く者の声は沈黙させられる。イエスの御名において。イエスの御名において。
    
  



 






  

    

      

今日、私はイエスの名において軍隊を駆け抜け、壁を飛び越えます。アーメン。ハレルヤ。
    
  



 






  

    

      

着席する前に、手を上げて、聖霊に私の体を強くしてくださるよう祈ってください。彼に私の体を強くするように頼んでください。アーメン。
    
  



 






  

    

      

ただその祈りを祈ってください。言ってください、主の御霊よ、彼の体を強めてください。彼の体を速く、速く、そして強くしてください。
    
  



 






  

    

      

イエスの御名において、私の体が油を運べるように強化されますように。この宝は十八の器の中にあるからである。この

    
  
  

    
18

  
  

    

      
の器を強化し、加速させ、活性化し、力を与えましょう。
    
  



 






  

    

      

イエスの御名において。さて、着席する前に、少しお時間をいただいて、誰かを歓迎し、誰かを愛していただけませんか。叫び、叫び、手をたたき、そして着席してください。
    
  



 






  

    

      

拍手してますか？誰かを歓迎していますか？興奮していますか？さあ、さあ、誰かを歓迎してください。家にいる人は手をたたきなさい。どこにいても、ベッドや座席から立ち上がってください。
    
  



 






  

    

      

手をたたいたり、叫んだり、叫んだりすれば、着席することができます。ハレルヤ。ありがとう。
    
  



 






  

    

      

着席してください。改めて、ご来場いただきありがとうございます。皆さん一人ひとりに感謝します。
    
  



 






  

    

      
今夜は

    
  
  

    
Impact
2023 
  
  

    

      

の最終日です。あなたは興奮していません、興奮していません。神は私たちに良くしてくれました。
    
  



 






  

    

      

神は私たちを助け、ここまで導いてくださいました。そして感謝しています。あなたはどうか知りませんが、彼が私たちをここまで連れて行ってくれたことに感謝しています。
    
  



 






  

    

      

しかし、今夜は一週間を通して非常に多くの講演者、非常に多くの教師が集まりました。そして、私は別の次元からあなたに話したいと思っています。父親としてお話ししたいと思います。
    
  



 






  

    

      

そして、私は心配の心からあなたに話したいと思います。イエス・キリストの教会に関する私の観察と私が見ているものについて。そして、私には肩書きがあるとは思っていません、私の心の中にはたくさんのものがあります。
    
  



 






  

    

      

しかし、私は言いたい、次はどうなるのですか？誰かのほうを向いて、「次はどうする？」と言ってみましょう。そして誰かに向かってこう言います、ここからどこへ行くのですか？素晴らしい時代になったからね。神様の御前で素晴らしい時間でした。そして多くの人が、私たちは恵まれていると言います。
    
  



 






  

    

      

そして、次の影響に備えて計画を立てましょう、と言っている人もいます。そして、私たちはあらゆる種類のことを聞いています。しかし、これらすべての祝福、すべての授与、権限付与、油注ぎ、啓示、洞察力、そして開かれた扉などすべての後に。
    
  



 






  

    

      

次は何？ここからどこにいきますか？私たちは街やオンラインで何か最新の出来事が起こっているかどうかを調べ続けるつもりですか
    
  
  

    
?
  
  

    

      
神の最新の男性または女性は誰ですか
    
  
  

    
?
  
  

    

      

私たちがオンラインまたは街中で開催される可能性のある最新の会議や祈祷会は何ですか
    
  
  

    
?
  
  

    

      

私たちはどこまでも走り続けます。私たちはどこへでも進み続けます。そして私たちは権力の下に陥り続けます。
    
  



 






  

    

      

そして私たちは泣きます。そして私たちは倒れます。そして私たちは油を注がれています。
    
  



 






  

    

      

そして私たちは目覚めます。そして私たちは今でも同じです。そして、変容はありません。
    
  



 






  

    

      

そしてそれは私を悩ませます。そしてそれは私を心配させます。次は私と一緒に来てください。
    
  



 






  

    

      
創世記

    
  
  

    
1
  
  

    

      
、
    
  
  

    
26

  
  

    

      
～

    
  
  

    
28
  
  

    

      

。そして神は、「人間を私たちの似姿と似姿に基づいて創造しましょう」と言われました。私たちが失明した後は、彼らにそれを持たせてください。
    
  



 






  

    

      
そして空の鳥の上で。そして牛の上に。そして地球全体に。
    
  



 






  

    

      

そして地を這うあらゆるものの上に。そこで神は人間をご自身の姿に似せて創造されました。神に似せて彼を創造しました。
    
  



 






  

    

      

男性と女性が彼を創造しました。そして神は彼らを祝福されました。そして神は彼らに、「産めよ、増えよ」と言われた。
    
  



 






  

    

      

そして土を補充します。そしてそれを鎮圧する。そして海の魚を支配します。
    
  



 






  

    

      
そして空の鳥の上で。そして、地球上を移動するすべての生き物の上に。

    
  
  

    
26
  
  

    

      
に戻ってください。
    
  



 






  

    

      

そして神は、「人間を私たちの姿に似せて造ろう」と言われました。私たちの似た後。そして彼らに支配権を持たせてください。
    
  



 






  

    

      

支配権を持つ前に。人類と人類に対する神の本来の意図は変わっていません。彼には最初に理由がありました。
    
  



 






  

    

      

なぜなら、聖書には、神が天を創造し、地を創造したと書かれているからです。これは、神が天国には住んでいないという論理的な理由になります。地球でもありません。
    
  



 






  

    

      

彼は自分の領域に住んでいます。なぜなら、もし彼が天国に住んでいれば。そうすれば、彼は天地を創造するために登場することはなかったでしょう。
    
  



 






  

    

      

なぜなら、天地が創造される前から神は存在していたからです。それで彼はどこからともなくやって来ました。彼が住む領域がどこであっても。
    
  



 






  

    

      

彼はちょうどやって来て、「私は天国を創造しており、地球も創造している」と言いました。それから彼は、「私たち自身の姿に似せて人間を作りましょう」と言いました。私たち自身の似姿の後。
    
  



 






  

    

      

単語に下線を引きます。私たち自身のイメージと肖像。それが本来の目的でした。
    
  



 






  

    

      

そして変わっていない。そして、私たち自身のイメージで人間を作った後。そして私たち自身の似た後。
    
  



 






  

    

      

そうすれば、彼らは支配権にアクセスする資格が得られます。支配権を持つことはできないということ。全能の神の姿と似姿で祈られるまでは。
    
  



 






  

    

      
誰かが言います、聞こえます。ガラテヤ人への手紙

    
  
  

    
4

  
  

    

      
章

    
  
  

    
4

  
  

    

      
節から

    
  
  

    
7

  
  

    

      

節まで一緒に読んでください。しかし、時が満ちたとき。神は息子を呼びに遣わされました。
    
  



 






  

    

      

女性で作られています。法律に基づいて作られています。律法の下にあった彼らを償還するためです。
    
  



 






  

    

      

息子たちの養子縁組が受けられるように。そして、あなたがたは息子だからです。神は御子の霊をあなた方の心に遣わされました。
    
  



 






  

    

      

泣いています、アバ、お父さん。したがって、あなたは召使ではなく、息子です。そして、息子であれば、キリストを通して神の相続人になります。
    
  



 






  

    

      

神の本来の意図はまだ明らかにされているということを理解してください。それが神が人類に意図したことです。最初から妨害工作を受けていた。蛇が庭に入ってきたとき。敵は蛇の肉や体を通して侵入しました。悪魔とサタン自体が違法であることを理解すること。
    
  



 






  

    

      

そして地球に来ることもできません。なぜなら、地球はそれを統治するために人間に与えられたからです。したがって、法的な扉がなければ、この地球に来ることはできません。
    
  



 






  

    

      

そして、この地球や惑星に入る合法的な扉は女性の子宮です。だからこそ、イエスご自身が女性の子宮に包まれて生まれなければならないのです。
    
  



 






  

    

      

彼が地球に来るために。だからここには来られないんだよ。したがって、サタンは違法です。
    
  



 






  

    

      

だからこそ、サタンは常に誰かを見つけなければなりません。血肉。彼が地球上で活動し、機能するために。
    
  



 






  

    

      
血と肉がなければ
    
    

      
、
    
    

      
悪魔や悪魔は機能できません。しかし、神にはそれが可能です。
    
  



 






  

    

      

なぜなら、彼は女性の子宮から生まれてきたからです。それは地球への合法的な侵入ポイントです。さて、サタンが蛇を通して侵入し
    
    

      
、
    
    

      

神の本来の意図を汚しました。それは人間の中の神の似姿です。そして神は、私はアダムを迂回すると言いました。
    
  



 






  

    

      

そして改めて私のイメージをご紹介します。そこでイエスは神の明確な姿として登場しました。あなたと私を再び園に戻し、私たちを神の本来の意図に戻すため
    
    

      
です
    
    

      

。誰かが手を合わせて、「聞こえます」と言います。どれだけ強力かは関係ありません。
    
  



 






  

    

      

そして、私たちの誰かがこの人生でどれだけ偉大になるか。私たちが彼の息子のイメージに適合するまで。神の表現者は誰ですか。
    
  



 






  

    

      

神が私たちに要求するように、私たちは決して支配にアクセスし、その中を歩むことはできません。なぜなら、人間が祝福される前からです。そして彼が言う前に、実を結びなさい。
    
  



 






  

    

      

彼が言う前に、掛けてください。神が人間に支配権を与える前。彼が言う前に、地球を征服してください。
    
  



 






  

    

      

まず最初に私たちを彼自身のイメージに合わせて作ることでした。彼自身の似姿の後。つまり、それは彼のイメージに反映されているのです。
    
  



 






  

    

      

そして彼自身の肖像の後。それはあなたと私に権利または大胆さを与えます。ドミニオンにアクセスするため。
    
  



 






  

    

      

そして、多くの人が人生で苦労している理由。支配権に関して言えば。たとえ生まれ変わっても。
    
  



 






  

    

      

どんな理由であれ。キリストは私たちの内に形成されていません。私たちは今もアダムの自然の中を歩いています。
    
  



 






  

    

      

聖書は、「順応するのではなく、変えられなさい」と述べています。したがって、あなたは生まれ変わることができ、変容することなく、適合されることができます。そして今夜あなたと話したいと思います。
    
  



 






  

    

      

ここからどこにいきますか？今後も会議から会議へと移っていくのでしょうか
    
  
  

    
?
  
  

    

      

とても恵まれた後です。次は何？これらすべての祝福をどうするつもりですか？開いたドアで何をするつもりですか？そして油注ぎは？そして贈り物は？そしてエンパワーメントは？そしてあなたが得た洞察は何ですか？通常通りの営業に戻りますか？それとも今夜以降か。今夜以降。
    
  



 






  

    

      

あなたは影響を与えることになります。あなたは変化を起こすつもりです。他人の人生の中で。
    
  



 






  

    

      

それは、人間の真の成功と真の遺産であると言われ、信じられているからです。
    
  



 






  

    

      

それはあなたが命令した金額やあなたが持っているお金の量ではありません。またはあなたが所有する資産や所有物。あなたが生きている間は。
    
  



 






  

    

      

しかし、それはあなたが他の人の人生にもたらした違いです。したがって、私たちは他の人の人生に変化をもたらすことができます。あるいは、私たちはそのままの状態になるでしょう。
    
  



 






  

    

      

そして、私は恵まれている、恵まれている、恵まれていると言い続けてください。しかし、他人の人生に反映されない祝福は破産です。それでは恵まれているとは言えません。
    
  



 






  

    

      

あなたの人生と祝福が他の人に現れず、反映されず、影響を与えていないとき。誰かがあなたの声が聞こえていると言いました。コロサイ人への手紙

    
  
  

    
1.15

  
  

    

      

へ一緒に来てください。少し教えてもいいですか？少し教えてもいいですか？かしこまりました。
    
  



 






  

    

      

今夜はあなたが興奮しているのはわかっています。でも、興奮とは違う何かを持ってここを去ってほしい。どうぞ、コロサイ人への手紙

    
  
  

    
1.15
  
  

    

      

。目に見えない神の似姿とは誰でしょうか？あらゆる生き物の初子。
    
  



 






  

    

      

つまり、イエスは、神があなたや私に似るようになることを期待し、求めている目に見えない神の像なのです。私たちが生まれ変わるとき、神があなたと私に対して抱いている唯一の期待は、イエスのようになることです。そして、私たちがイエスのようになるまで、私たちのキリスト教は砂に沈みつつあります。
    
  



 






  

    

      

そして私は、今日会うクリスチャン、牧師、使徒、伝道者、預言者、神の男女のことを心配しています。私たちは私たちを見て、私たちがどのように運営し、どのようにお互いに対処するかを見ていきます。そして、私たちがすること、私たちがどのようにお互いを利用し、どのようにお互いを憎むか。
    
  



 






  

    

      

そして、ねたみや嫉妬、そして肉的なものがどれほどたくさんあるのか。ミュージシャンの間でも、すべて。私はすべてを見ています。
    
  



 






  

    

      

私は座ってミュージシャンのことなどすべてを見ていました。肉体とエゴが多すぎる。誰もが一番になりたいと思っています。
    
  



 






  

    

      

誰もが誰かを出し抜きたいと思っています。それは説教者たち、歌手、預言者、大司教、使徒、そして私たち全員です。私たちは皆、病んだ人々の集団です。
    
  



 






  

    

      
興奮する必要はありません。私にはそれを言う権限がある。

    
  
  

    
46
  
  

    

      

年間説教をしてきましたが、追い込まれることもあるので悲しくなります。
    
  



 






  

    

      

私が見ると、自分を神の人だと称する人々でさえ、他人の説教壇を利用し、他人の舞台を利用しています。あなたは彼らに機会を与えますが、彼らはあなたの舞台を利用してあなたを傷つけます。そして、クリスチャンや会衆のメンバーもいます。
    
  



 






  

    

      

私は誰かに、教会は成長すべきようには成長していないと言いました。なぜなら、私たちが持っているもの、今日教会にあるものは転移の成長だからです。誰かが現場に現れ、彼は勝利の魂を持っています。
    
  



 






  

    

      

そして彼は教会で見つけた必要性を利用します。誰もが突破口を望んでおり、誰もが祈りたいと思っています。そしてそれを利用して会衆を集めます。
    
  



 






  

    

      

そして次に、彼は新しく生まれていない人々と教会を始めます。ただし、他の人の教会のメンバーと。そしてあなたは自分を神の人だと言いますが、あなたは病気です。
    
  



 






  

    

      

何か問題があります。あなたは本物ではありません、あなたは偽物です。そして私は権威をもって話します。
    
  



 






  

    

      
玉座の間から見ると、あなたは偽物です。一緒にローマ人への手紙

    
  
  

    
8

  
  

    

      
章と

    
  
  

    
29

  
  

    

      

章を読んでください。彼は誰についても予知していましたし、息子の似姿に似るようになることも予定していました。
    
  



 






  

    

      

それは彼が多くの兄弟たちの中で長子となるためであった。それで、これを見てください。私たちが生まれ変わった後、神があなたと私に対して期待している唯一のことは、私たちが順応することです。
    
  



 






  

    

      

誰かが順応すると言う。適合します。何に準拠しますか？息子のイメージに合わせて。
    
  



 






  

    

      

神はあなたと私がイエスのようになることを望んでおられます。そして、私たちがイエスのようになり、イエスのように見え、イエスのように行動し、イエスのように話すまで。私たちの賜物、預言、奥義、啓示はすべて、神にとっては何の意味もありません。
    
  



 






  

    

      

神が私たちに求めておられるのは、イエスのようになることです。そして、ここに住んでほしい。ここに生きていく上での願いはひとつ。
    
  



 






  

    

      

私もイエスのようになりたいです。私はイエスのように行動したいと思っています。私もイエスのように話したいです。
    
  



 






  

    

      

神の子の姿に似せたいと思います。イエスと言う。神の子の像と似たもののいくつか、特徴のいくつかを見てみましょう。
    
  



 






  

    

      
神の子。ガラテヤ

    
  
  

    
5

  
  

    

      
章、
    
  
  

    
22

  
  

    

      
節から

    
  
  

    
23

  
  

    

      
節まで一緒に読んでください。しかし、霊の実は愛です。
    
  



 






  

    

      
平和。愛。愛。
    
  



 






  

    

      

それは私たちの救い主イエスのしるしであり特徴の一つです。そして私は自問しています、私たちの間の神の愛はどこにあるのでしょうか？神の愛はどこにあるのでしょうか？争い、競争、分断が多すぎる。それは神の姿ではありません。
    
  



 






  

    

      

権力は神の似姿ではありません。神は力ではありません。神は愛である。
    
  



 






  

    

      

聞こえていますか、誰か？神様の力に感謝します。しかし、あなたと私が仕える神は力以上のものです。彼は愛なのです。
    
  



 






  

    

      

そして、私たちの間の神の愛はどこにあるのでしょうか？人は死んでいくのだから、ここに生きながら考えてほしい。人々は私たちの中に沈んでいます。そして私たちにはそれが見えません。
    
  



 






  

    

      

私たちの中で誰が沈んで死んでいるのかわかりません。そして、来たときと同じようにこの場所を離れるつもりです。そして私たちの周りのいたるところで、人々が傷ついています。
    
  



 






  

    

      

そして彼らは死につつある。そして私たちは彼のイメージと一致していないため、それを感じることさえできません。愛さん、どうぞ。
    
  



 






  

    

      
喜び。平和。平和。
    
  



 






  

    

      

うん。どれだけ嬉しいですか？あなたは神の平安をどれだけ持っていますか？そしてあなたは平和主義者ですか？平和を実現する人々は幸いである、なぜなら彼らは神の子と呼ばれるからである。あなたは何者ですか？あなたは体の中に平和をもたらす人ですか、それとも兄弟の間に争いや分裂、争いを引き起こす人ですか？平和。
    
  



 






  

    

      

平和の神は間もなくサタンをあなたの足の下で打ち砕くでしょう。神の平和はどこにあるのでしょうか？神の喜びはどこにあるのでしょうか？未信者や人々は私たちを見て、私たちの教会に来たくありません。彼らは私たちのようになりたくないのです。
    
  



 






  

    

      

なぜなら、彼らは私たちを見ても喜びが分からないからです。彼らには平和が見えていないのです。彼らには神の愛が見えません。
    
  



 






  

    

      

そして、彼らは自分が見ているものを望んでいませんし、好きでもありません。私たちは教会に来てこのすべての力を受け取り、戻って戦います。私たちは人々と戦います。
    
  



 






  

    

      

どうぞ。長い苦しみ。なぜ長い苦しみが続くのでしょうか？私たちはあらゆることに怒っています。
    
  



 






  

    

      

あらゆることに腹を立てた。すべてにおいて傷ついた。私たちには何も耐える持続力がありません。
    
  



 






  

    

      

長い苦しみはどこへやら？長い苦しみは神の性質の一部です。それはキリストの似姿の一部です。神はあなたと私が従うことを望んでいます。
    
  



 






  

    

      

私たちはお互いの重荷を負うことができて、長い間苦しみ続けるだろうということ。お互いの欠点を見逃してしまう。お互いの間違いを見逃してしまう。
    
  



 






  

    

      

なぜなら、私たちが成長して、お互いの欠点を見過ごせる場所に到達しないと。私たちは最終的にはお互いを破壊することになります。悪魔が来て私たちと戦う必要はありません。
    
  



 






  

    

      

神は私たちを互いに戦うように仕向けてくださるでしょう。長い苦しみ。どうぞ。
    
  



 






  

    

      

優しさ。あなたはどのくらい優しいですか？隣人に尋ねてください、あなたはどのくらい優しいですか？うん。私たちには力がありますが、厳しいです。
    
  



 






  

    

      

私たちはお互いに意地悪です。私たちはお互いに批判的です。私たちは優しくありません。
    
  



 






  

    

      

イエス。あなたはなんと愛情深いのでしょう。愛し合っていますか？あなたはとても優しいです。
    
  



 






  

    

      

とても純粋でとても優しい。あなたはどれくらい純粋ですか？あなたはどのくらい親切ですか
    
  
  

    
?
  
  

    

      
あなたは明るい明けの明星のように輝いています。うん。
    
  



 






  

    

      

イエス。あなたはなんと愛情深いのでしょう。あなたはどれくらい愛情深いですか？あなたはどれくらい純粋ですか？あなたはどのくらい親切ですか
    
  
  

    
?
  
  

    

      

あなたはどのくらい優しいですか？あなたがどれほど強力であるかではありません。
    
  



 






  

    

      

私は影響力のある人をたくさん知っていますが、彼らのようになりたくありません。彼らが持っているものは欲しくない。なぜなら、彼らの力、そして彼らの才能やその他すべてのすべての後、力や彼らの才能やその他すべてを実証した後で彼らを見るとき、私は自分が見ているものが気に入らないし、それを望んでいないからです。
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